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契約を通して（民数記13:30-14：10）
イスラエルの偵察の人が、エリコ城の偵察のために派遣されて帰ってきて報告をします。12名の偵察でしたが、その内10人の人が、先ほど読んだところにありますように、「そこのお城は鉄壁であり、そこに住んでいる人はネフィリムと呼ばれている巨人のような背の高い人たちです。だから、その前に私たちがいると、まるでイナゴのように見えてしまいます。私たちにもそう見えるし、相手にもそう見えたはずです。だから、この戦争は負けるに違いありません」と泣きじゃくりました。しかし、同じ現場を偵察したのにヨシュアとカレブという二人は反応がまったく違います。「そこは神様がおっしゃったとおりに乳と蜜にあふれるところであり、彼らはもう恐れていて、彼らを守っている者はすでに逃げて誰もいない。だから、神様の御心にかなうのであれば、本当に信じるならそれを占領するようになるだろう。彼らは私たちの餌食だ」と告白しました。結局、多数決なのか、神様の時刻表だったでしょうが、その10人の意見に民全体が促されて、結局は荒野を40年間、グルグル回るようになりました。
今日ここで同じ現場を見てきたにもかかわらず、なぜ、一方は「私たちはイナゴのようです」と報告し、また2人は「彼らは私たちの餌食だ」というように、真っ二つに反応が分かれてしまったのか、その理由がどこにあったと思いますか。つい私たちは環境や人のせいにしてしまいます。今日の聖書を見ると、そうではないということがすぐにキャッチできると思います。今も現場では、教会にある程度通っていたにもかかわらず、つまずいて倒れている人がたくさんいます。それから、問題と悩みを抱えて答えが分かっていないがゆえにさまよい続けている魂が、現場にはたくさんいます。心の中は飢え渇いて、何かで満たそう、満たそうとして必死であるという魂も、現場にはたくさんいます。そうではないかのように何かをかぶっているだけであって、入って見てしっかりと正しい目で見るとそのような現状です。特にその中で、神様の時刻表にかなって救いに定められている人々がまたそこにはいるのです。人間の力と思いとは全く関係なく、神様の恵みによって救いの祝福に預かる魂も現場にはいます。しかし、そういった魂を助けて彼らを救いに導くために召されているクリスチャンの私たちが、「自分はイナゴのようなものです」と思っている限りは、現場は放置されているままです。それから、クリスチャンが今置かれている現場においても、勝利の祝福を見る主人公なのに、振り回される人生が終わりません。いつも言い訳ばかりしています。このせいで、これが悪いから、もう少しこうなればということをつぶやいている間に、時間は流れ白髪が増えて、結局、体が動かない歳まで行ってしまいます。現場が悪いからではありません。
それで今日、礼拝をささげている皆さんは、はっきりとなぜ同じことの前で反応が二つに分かれるのか、自分はどちらなのか、今までどうして来たのか、今もそれぞれの現場において自分はどちら側なのだろうかというまじめな真実な問いかけをしていただきたいと願います。なぜそうなったでしょうか。本当にネフィリムと呼ばれていた巨人の人々が住んでいたのは間違いありません。また、エリコ城は難攻不落のものすごく丈夫なお城に間違いありません。それにもかかわらず、それが理由ではなかったのです。もしそれが理由であれば、同じものを見てきたから、ヨシュアとカレブも同じ反応を示すのが普通ではないでしょうか。ですから、その反応の違いというものは、環境やその人の弱さにあるものではなくて、神様の契約を逃してしまうと、結局、現場の前で、現実の前で、自分自身があまりにも小さく見えるようになります。理由は、そこにありました。ヨシュアとカレブの言うことの中で、一番ポイントになるのは、「もし神の御心にかなうのであれば」です。神の御心にかなうというのはどういう意味なのでしょうか。優しく行動することでしょうか。人を助けることでしょうか。神様の契約を本当に疑わずに信じる信仰を持っているのであれば、ということなのです。それを持っている者は、見方も違うし、見えてくる光景も変わります。しかし、他の10人の偵察者、また、イスラエルの民全体は神の契約があるにも関わらず、全く契約に興味もないし、さっぱり忘れているし、無視しているし、契約などはあったかどうかも分かりません。問題はそこです。契約を逃してしまうと、クリスチャンでありながらも自分自身があまりにも小さく見えます。なぜかというと、契約を逃してしまうと、私たちの目は肉眼に変わり、肉的な条件しか見えてきません。それで契約を逃してしまった結果、肉的な条件だけですべてを見るようになりますので、まず彼らが見ているように難攻不落の現場に見えます。巨人は巨人として見ます。また、あの城は絶対に崩れない鉄壁の城として見えてきます。肉的な条件しか見えないから。それはもちろん嘘ではないかもしれません。嘘ではないというのは、よりややこしいことになるでしょう。私たちの現場において、ついついそう思うでしょう。長い偶像の文化、私たちより優れた教養や知識や能力を持っている人々を見ながら、何回か当たってみたけれども、ものすごく冷たい反応などの経験によって、「絶対に信じないでしょう。あの人は、あの現場は絶対に崩れません。絶対に信じないだろう。このイエス様のお話をしたとしても、神の愛について語ったとしても、びくともしない、全くはいらないだろう」とついつい思うのです。その現場の状況や外見を見ながら、肉的な様々な条件などを見ながらそう思ってしまうのです。そうすると、このイスラエルの民のように、自分自身がその現場においてあまりにも無気力な、あまりにも力の無い小さいものに思えて縮まるようになります。思いも考え方もすべてが縮まるようになります。頭のよい人は、また教会の経歴が長い人は、そのことをどうにか合理的な合理化するような方法が分かっています。それでよりややこしい状況に追い込まれるようになります。まるで彼らのように「私はイナゴのようなものです。私に何ができるのでしょうか」と思います。
ここに本人がいらっしゃって話がしづらいのですが、今、毎週、家内が自民党の方に学びのために行っています。私は何回かしか行っていません。一番、最初に行った時に「ここが日本の政治を動かす自民党の本部か」と考えたときに、あまりにも大きく見えて、「果たしてここで何かできるのだろうか。自分はもしかしてここをパスすることもできないのではないか」と思っていました。でも、大竹さんが木信徒手配をして、パスはスムーズにできるようになっていますが、ついついそう思ってしまいます。国会議員ばかりで政治に気が捕らわれて他は何も考えていない人ばかりで、偉い人ばかりでと考えると、それは嘘ではありませんが、ついつい、「だから、私はこの自民党の中では、政治の世界では、イナゴのようなものです」と思うしかないのではないでしょうか。

昔、私は東京大学の前で教会をやっていました。目の前に東京大学があるので、毎日のように毎週キャンパスに入っていきました。東京大学の場合は、他のキャンパスより大学院が中心なのであまり人の気配がありません。東大病院に治療のために来る人が行き来するだけで、皆、研究室や勉強をするためにあまり外を歩き回る人がいません。だから、皆、勉強に没頭しているのです。人もあまり見かけないし、そこで木の下のベンチに座って、ここはまるでエリコ城のように思えたのです。ここで何ができるのだろうか。つい私たちはそう思って、それが仕方がない、しょうがないのではないか、当たり前ではないかと思います。自分の家族を見たときにもです。家族には必ず神様の時刻表があります。けれども、中々、信じないし動かないので、もううちの家族はだめだろうと言葉では言わなくても本心もあきらめています。なぜでしょうか。エリコ城のように見えるからです。ネフィリムに見えるから、その前で自分はイナゴのように思えるからそうなってしまいます。私は言葉が達者ではありません。学歴を考えたときに、何ができるのでしょうか。また、性格にもいろいろな欠点があるし、比べてみると相手の人はものすごく礼儀正しい、教養がありそうに見えるし、社会的な位置、身分を考えたときにも、ずっと下っ端だしといろいろなことが言えます。だから、今、私はイナゴのように見えます。しかし、本当に言葉が達者でないから、自分の社会的な地位が低いからではありません。相手が自分より優れている人間であるからではありません。契約を逃しているからそのように思われるのです。契約を逃していると、できない理由ばかりが見えます。もしかして、皆さんが今までのクリスチャンの歩みの中で、今現在も正直にそのような反応があるのであれば、それに対して正直な答えを得ていただきたいと思います。そうではないのでしょうか。難しい、できない理由、条件ばかり見えてくるのではないでしょうか。それは皆さんの状態がそのような状態だからです。契約を逃してしまうと、自分が何でもない小さいものに見えるしかありません。日曜日に欠かさずに、ギリギリ教会に行って礼拝をささげることで、私はもう精一杯だ、そんな人間だ。本当なのでしょうか。何が皆さんをそのようにしてしまったのでしょうか。そこでまたいろいろ取り上げられるものがあるでしょう。しかし、そうではありません。今日限り、そのような考え方は全部、捨ててください。それは実は私がいつのまにか神の契約を逃しているからなのです。
逆に、どんな状況、どんな厳しい環境、できなさそうな状況の中にあっても、契約を通して自分を見たときには、自分が征服者に見えます。それがヨシュアとカレブでした。エリコ城は10人の人が見たものと同じです。また、そこにはネフィリムという巨人が住んでいるということも間違いありません。カレブもヨシュアもそれを見てきました。しかし、彼らにはそれが問題になりません。不信仰の材料になりません。彼らは、10人の人とどこが違うのでしょうか。どこを鍛えていたのでしょうか。違います。一つだけです。契約を握ってください。契約を通して見たときに、現場がどうであれ、相手がどうであれ、その現場の状況と雰囲気と流れがどうであれ、その前ですべてを占領することができる征服者としての自分が見えてくるようになります。それは言葉を変えると、彼らは私の餌食だと見えてくるようになります。だから、挑戦するようになるでしょう。後退しないでしょう。問題は契約です。皆さんの考え方を全部、整理してください。このため、あのため、このせいで、これがこうだから。私たちの頭の中にはそのようにややこしいものが刻まれているので、それが刻印されています。神のみことばはそのようになっていません。契約を逃しているからです。どんなに弱い人間でも、たとえ交通事故に遭って体がまったく動かに状態で病院に入院して横になっている状況であっても、その人が契約を握っていれば、契約を通して見ると、病院を征服するためにそこに来ている主人公なのです。そこを変えない限りは、残念ながら、神様から大いなる祝福をいただいている存在なのに、それを味わえないまま時間が流れるだけなのです。祝福は現場にすべて備えられています。皆さんが「怖いよ。難しいよ。だめなのですよ。なぜ」と思っているその現場にすべての宝物、すべての祝福が備えられているということを信じて体験していただきたいと思います。契約を通して自分を見たときには、ものすごく簡単です。神様の御声が聞こえてこないのでしょうか。言い訳をしようと、また恐れを覚えようとしたその時に神様の御声が聞こえてきます。違うでしょう。おまえは福音があるし、あの人には福音が無いのではないか。おまえはいのちある者なのに、あの現場の偉い社長にはいのちがない、魂が死んでいるのではないかと聞こえてくるのです。おまえが末端社員であっても、契約を通して見ると、おまえは主人公なのだ。おまえには人生の答えがあるのではないか。大学の教授、博士にも、人生の答えがないのではないか。おまえは若いけれども人生の答えを持っているでしょう。でも、年をとって自分なりには賢いと思っているあの人間、お医者さんには、人生の答えが全くないのではないか。あなたの方が大きいよと聞こえてくるはずです。なぜでしょうか。契約のために。どうしようかな。なぜこんな現場に私は今いるのだろうかと思っているそのときに、「違うよ。おまえは天の御国を所有しているでしょう。相手の人はお金があろうが無かろうが関係なく、地獄の民ではないのか。何を考えているのか」と神様はおっしゃっているのです。外見にだまされないように。肉の条件に振り回されないように。これが信仰です。
実は、聖書には今まで、都合と環境がよいから、それができそうだから、それでうまくいったという例は一度もありません。ギデオンの300人の勇士の話はご存知でしょうか。それは300人の勇士ではなくて、300人の弱虫の話なのです。神様は、ものすごい数の人と戦争をするときに、それに比べ十分の一にもならないイスラエルの民に対して「減らしなさい。減らしなさい」と言い、最後に300人を残しました。その300人も家に帰ってもらった人と比べたときに、ものすごく弱虫、泣き虫の人ばかりを集めて残しました。なぜでしょうか。あなたがたが良い条件を抱えているから、あなたがたが丈夫だから、できそうだから。そういうことではない。神の戦争であり、神様がなさるのだから。それでイエス様が天に昇られる前も、初代教会を目の前にしておっしゃったのです。その初代教会は、条件を見ても状況を見ても何を考えてもできそうに思えるようなところが何一つありません。それが初代教会です。神様はわざわざそのような集団を作りました。Only、聖霊が臨まれると力を得て。彼らが征服者なのです。契約の上に。それが聖書のお話です。でも、クリスチャンの私たちの頭の中では、正反対のものが刻印されているでしょう。それをメッセージを通して取り替えないといけません。問題は契約です。環境や条件ではありません。契約の信仰です。それを逃してしまうと、できない理由ばかり見えてきて、しかし、契約を握ってそれを通して見ると、すべてがなるしかない、できるしかない理由ばかり見えてきます。私が障害を抱えていても、口が達者でなくても、学歴がなくてもまったく構いません。現場において10人の偵察者のように、また人間的なお話をしようとするときに、神様はおっしゃいます。契約を覚えなさい。契約の目であなたを見なさい。そうすると、あなたは光の中にいて、あの現場の人間は皆、暗やみの中にいるのではないか。あなたが征服者だ。その現場にはあなたが必要なのだ。あなたの社会的が低く、また持っている財産も少ないかもしれません。ときには、そういうことで人間的に無視されるかもしれません。それにもかかわらず、彼らには福音が無いからそうしているのではないか。あなたにはそういうことがまったく構わない永遠のいのちの祝福を持っているのではないか。あなたは地獄と罪と死の原理から永遠に解放されて自由でしょう。彼らはいまだに奴隷ではないのかという声が聞こえてくるようになります。おまえたちは神の子どもでしょう。彼らはものすごく優しい人間でも、社会的に貢献をしている人間でも、残念ながら認めたくないでしょうけれども悪魔の子どもではないのか。何をびびっているのかとおっしゃっています。それを聞かないといけません。その理由はひとつしかありません。契約の信仰を逃してしまうとそうなります。他を補って他を丈夫にしようとしないで、契約の信仰にしっかり立ってください。それがすべてです。そういうことを言おうとすると、多分時間が足りないでしょう。おまえは肉体的に、人間的な条件がどうであろうが、聖霊が内住している神の神殿でしょう。彼らは偶像の奴隷ではないのか。何をビビッているのか。あなたがたは征服者なのだということです。もちろん、現場で人の前でこういうことをペラペラしゃべりなさいという意味ではありません。伝道はそういうものではありません。しかし、私たちの心の中では、そういったことをしっかりと冷静に、また強く告白して信じていなければなりません。

その結果、契約を握っていると、自分自身が征服者、占領者、勝利者に見えます。ローマの手紙8章にも、何があなたがたを邪魔できるか。倒すことができるか。あなたがたは圧倒的な勝利者ですと言われているのではないでしょうか。それが礼拝をささげるときの話ではありません。迫害され、いろいろな患難に遭っている真っ最中におっしゃったことなのです。現場において、あなたがたはできるしかない、なっていくしかない存在です。その理由ばかり見えます。だから、餌食ではないのか。イナゴと餌食の違いです。皆さんはどちらでしょうか。顔を見ると、イナゴです。それが何か冷静に考えているかのように、あるいはそれが良心的であるかのように、それが謙虚な人であるかのように皆、思っているかもしれません。イナゴです。現場の暗やみの力が、逆に「クリスチャンは現場において俺の餌食ではないか」と思わせるのです。なんと悲しいことでしょうか。今日から、そういう人生はもう終わりにしましょう。「でも…」。その「でも」を消さなければいけません。「でも、年がもう」「でも、私にはこういう病気がって」。それが皆さんをイナゴにするような条件にはなりません。そう思っているとしたら、今、契約を逃しているのです。契約を通して見てください。そうすると、年が90歳なのに、その現場において主人公であり光であり希望です。2部の礼拝で申し上げますが、私を通してもうすでにここを占領している暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれるしかないのです。その確信から一歩も後退しません。皆さん、イナゴか餌食か、良く考えてください。

つまり、私たちのアイデンティティの回復、伝道者、征服者としての回復の鍵は、契約の信仰であるということを覚えていてください。なぜかというと、契約は神様の契約なので絶対的なものなのです。環境がどうであれ、私たちがどんなに弱いものであれ関係なく、必ず神様の約束通りに成就するようになっている絶対的なものなのです。ですから、その契約の信仰を握っていたとき、見方がまったく変わります。エリコ城が大きくてそこに巨人が住んでいても、神様がその地をイスラエルのために与えると契約なさったので、その結果はもうすでにできているものなのです。その前がエリコ城だから崩れるしかないのではないでしょうか。それが契約というものなのです。自分で興奮して自分に催眠をかけることではなく、神の契約です。契約の信仰です。契約というのは何でしょうか。難しく思わないで、契約は神様がキリストを送って、キリストを通して罪人である私たちを救われるということが契約です。そのために、まずイスラエルの民はカナンに入ってカナンの地を征服するというのが契約です。これは絶対にその通りになります。目の前にヨルダン川があろうが、エリコ城があろうが、巨人がいようが関係ありません。契約だからです。自分はその契約の民だからです。そのキリストが世に来られました。イエスがそのキリストです。今の契約は、そのイエスをキリストとして信じているもの、それをクリスチャン、信徒と言いますが、そのクリスチャンにキリストが天に昇られて一緒に歩くのではなく、またキリストに従って行くのではなく、聖霊を通して信じる者の中に入って来られて内住することになりました。それがキリストで服を着るということです。誰でもイエスを信じる者は、イエス様に従って行くのではなく、イエスがその人の中に入って、その人を生きるのです。その人の身分そのものを伝道にならざるをえない存在に変えてしまうということが約束なのです。それを教会と言います。それが契約です。だから、契約の内容を知らないでいると、契約が問題だ、契約が鍵なのだと言われたのですが、契約が何かをわかっていないといけません。
それで、イエス・キリストを信じているクリスチャンは、どんな人間であっても関係なく、その人を通してエルサレムから地の果てにまで征服するイエスの証人としての征服のわざが現れる、カナンを征服すると約束したのと同じように、世界の地の果てにまでイエスの御名を、イエスの証人となってそこを征服するようになるというのが契約です。これは誰も止められません。必ずその通りになります。どこからでしょうか。エルサレムから、つまり、皆さんが今いらっしゃるその現場からです。その契約を握らないといけません。私がどうなのかと関係ありません。イエスを信じると、その契約が結ばれ、契約の民となります。これが契約です。この契約を握って皆さんの現場を見ると、見方が変わるでしょう。カナンが征服されるという契約を握って、エリコ城とネフィリムを見ると、見方が変わるのではないでしょうか。同じように、皆さんの現場が必ず信者を通して、そのために皆さんの内側にイエス様がいらっしゃるのです。私について来なさいとおっしゃらないで、皆さんの内側にいらっしゃり一体となっているのです。その征服のための十分で完璧な条件が備えられています。これが契約です。それで信者の皆さんを通して、現場、世界に至るまでそこを変えていく、つまり、契約を一言で言うと、イエスを信じている皆さんひとりひとりは現場を始め、世界を征服して変えていくための征服者、言葉を変えると、伝道者であり、伝道者として十分な条件を全部備えている伝道者に変わるというのが契約です。いつでしょうか。イエス様を信じるとです。イエス様を信じることは、簡単なことに思われるでしょうが、世界の基が置かれる前から定められて、今までの歴史、全部をまとめてその人の時刻表に合わせて信仰を与えられたのです。特に、イエス・キリストが来られる前と来られた後は違います。来られた後、よみがえられた後、皆さんはイエス・キリストを信じています。なぜでしょうか。約束なのです。イエスを信じると救われるのと同時に、地の果てにまで征服できる伝道者になるという約束なのです。自分で一生懸命伝道するから伝道者ではなく、存在そのものが伝道のために生まれてきた存在に変わるというのが約束なのです。嫌なら、イエスをキャンセルすればよいのです。イエス様を信じることは救われるだけではなくて、同時に伝道者に変わる、イエスがあなたがたの中に入って永遠にはなれることがない、だから、あなたがたがいるところはイエスが現れ暗やみの力が砕かれて、伝道のわざが現れてその現場を霊的な意味を持って征服するようになると神様が約束されたのです。それを信じる信仰が信仰です。それを信じる信仰を持って、それを通して皆さんを見てください。学歴がないかどうかが問題ではないでしょう。征服者なのです。神様はそのように召されたわけなのですから。でも、自分でそのように思わず確信が持てない理由は、自分が小さいから、周りが厳しいからではないでしょう。この契約を信じないから、この契約を逃しているからです。信仰は、神の契約を信じることです。自分の信念ではありません。これが今週、皆さんに神様が祝福を与えるために与えられましたメッセージです。それならば、このメッセージを握って、「なるほど、契約の民なのか。自分が縮まっているのは、結局は、他の理由ではなく契約を握っていないからなのだ」と1週間、このように祈ってください。このように神様は答えられるから。何より契約を優先にする信仰として、自分の信仰を整理しましょう。何が優先でしょうか。契約の信仰ではなく、契約を優先にしないといけません。死の影の谷を歩いているときにも契約が優先です。エリコ城が目の前に立ちはだかっていても契約が優先です。人間的に見ると、イナゴのようにちっぽけな自分であっても、その前に契約が優先です。契約優先信仰として、今週1週間、スケジュールの中で、またご飯を食べるときにも、人との出会いを通して何かのイベントを通して、そこで何を神様が答えられるかというと、自分の信仰が契約優先信仰に整理される答えを与えるつもりなのです。それを祈ってください。そして、その契約にあって、自分自身を発見する、それで自分はどんな条件があっても征服者、つまり、伝道者だということが刻印されるように、ただの気持ちの問題ではありません。実際に、皆さんはそのような存在です。変えられません。ただ皆さんの心の中に刻印されないといけません。それが今週の答えです。だから、人と出会うときにも「神様。この出会いの中で契約優先信仰として整理される機会になるようにして、その中で自分が伝道者だということが改めて発見でき、刻印されるようにしてください」とずっと祈ればよいのではないでしょうか。難しくありません。
それから、それが本当であれば、現場に対して皆さんが知らず知らずに持っているすべての言い訳、不信仰を全部、捨てるようにしましょう。それを神様が祝福しようといらっしゃいます。今週1週間、伝道学校もあります。そこで本当に現場に対しての言い訳や不信仰を捨てられる祝福が与えられるように」と祈ればよいのではないでしょうか。今、祈りの課題を全部、皆さんに紹介しているのですから。メッセージを聞いたならば、それを握って1週間、すべての面において全部当てはめることなのです。

そして、ここまでならば、当然なことにしないといけません。伝道対象者のノートを作ることが当然です。それが餌食となります。皆さんと関わっている現場の人間が、餌食に見えないといけません。皆さんが伝道者ですから。その確信がもしあれば、皆、餌食ではないでしょうか。餌食というのはノートに餌食だと名簿を作らないといけません。あれが言われるからやるのではなくて、当たり前で当然なものにならないといけません。なぜでしょうか。皆さんがそのような存在ですから。今まで自分のことをほぼ100％間違って考えています。鏡を見ながら、あなたはああだ、こうだといろいろ考えているでしょう。鏡を見て、それを全部消して、契約を優先にして「征服者、伝道者」です。私が征服者であれば、周りは征服されるために存在する餌食なのです。当たり前にノート、名簿を書かないといけません。
そうすると、皆さん、それをもって祈ってください。祈ると、ギリギリの答えではなくて、当たり前な当然な答えが与えられるわけですから、当然な神の答えを期待しながら祈ってください。これが今週、この契約を通してというメッセージをもって1週間、祈る内容です。ぜひこのように祈ってください。メッセージを黙想しながら、メッセージが皆さんの祈りの中でずっと生かされるということさえあれば、約束します。3か月この通りにやれば、皆さんの状態が知らないうちに変わって、神様が不思議に皆さんを用いられる経験をするようになります。それがクリスチャンのまともな信仰生活です。やるのではなく、神様は用いてくださいます。皆さんはそのために生まれてきて、そのような存在にもうすでにつくり変えられているものです。自分自身に対して否定的なすべてを捨ててください。それはサタンの偽りです。だまされないようにしましょう。何があっても自分自身を否定的に思うのは、サタンの好都合です。なぜサタンを喜ばせるのでしょうか。イエスが皆さんを変えるために十字架で血を流されたのに、なぜ皆さんはいまだにイナゴだと思っていらっしゃるのでしょうか。変えましょう。お祈りします。

　
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。契約を逃した結果、神様からの驚くべき祝福を全部逃してしまいます。そして、他のところに理由があるかのようにだまされるばかりですが、今日のメッセージを通して契約の故であると、契約がすべてであると、契約優先信仰にしっかり立つことができ、現場征服者としての自覚とプライドを持って祈り始めるように兄弟姉妹を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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